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･般演題末．梢動脈（７）

脈bypass7例，大腿-前腫骨動脈bypass2例，大腿一

緋骨動脈bypass7例．大腿-終末後腫骨動脈bypass3

例，sequemialbyPasg3例である．

小動脈血行再建では十分な長さの自家静脈が得られな

い場合，材料の選択に苦慮し手術が困難な場合が多い．

われわれは自家静脈片とDardikbiograftからなる

compositegraftの連結部に特殊な工夫を施したmodi・

fiedcompositegraft(MCG)を考案し，基礎的・臨床的

に検討したので報告する．

１．班od魂edcOmpositegraftの作製

自家静脈片を採取し，一側断端に愛護的にガラス棒を

挿入して内腔を確保しながら１％Glutaraldehydeで術

中固定を行い，自家静脈由来の幼若細胞を不活化すると

同時にcompliancemismatchを補正する．これを血液

適合性の良いbiograftと連結し，連結部は血流再開後

外膜側からの組織侵入を防ぐ目的でbiograft片で被覆

する．

２．基礎検討

外頚静脈を採取してＭＣＧを作製し雑犬の腎勤脈下

腹部大動脈に移植した．対象として固定’被覆を行わな

いcompositegraftを移植した．最長２１カ月で摘出し

観察した，

３．臨床検討

昭和５９年７月より現在までＡＳ○２５例ＴＡＯ４例の

計29例に対し瓢ＣＧを移植した．２９例中２２例は既往

にbiograftまたは自家静脈を移植した下肢血行再建術

を受けており，重症度はFOntaineⅡ１０例，Fontame

Ⅲ１２例，FontaineIv7例で１imbsalvageを要する

重症例が６５５％を占めた．術式は大腿-深大腿動脈ｂｙ・

Passl例，大腿-膝嵩動脈bypaSs6例，大腿-後腰骨動

研究対象および方法

図１基礎検討

上：Mod頑edcOmpo域tegraft内面

下：固定境界領域の内膜肥厚〈矢印）
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